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〔問①〕記事の中から答えを見つけて（ ）の中に書きましょう。

「九州・中津伝統もん」は、中津市で長年生産されてきた産品を対象とする新たなブラン

ド登録制度である。初回の審査では、和傘、外郎饅頭、鱧料理、（ 鶏のからあげ ）

が登録された。認証を受けた事業者に対しては広告宣伝、（ パンフレット ）やホー

ムページの作成といった販売促進にかかる経費の補助が行われるほか、後継者を育てるため

の研修や、（ 事業承継 ）に必要な機械などの整備費に対しても支援が実施される。

〔問②〕次の文章のうちから、「伝統もん」と「逸品もん」に関して正しい内容のものを、
記事を読んで１つ選んでください。

㋐「伝統もん」は市内で生産されている農林水産品や加工品が対象であり、整備費として
上限100万円の補助が受けられる。

㋑「伝統もん」は中津市発祥で20年以上の販売実績などが要件となり、広告宣伝などの販
路拡大や後継者育成の研修費等に対して補助（上限30万円）が受けられる。

㋒「逸品もん」は中津市発祥で独自の発展を遂げた商品が対象で、初回審査では和傘や鱧
料理など4件が登録された。

㋓「伝統もん」と「逸品もん」のどちらの制度も、事業承継に必要な機械などの整備費に
対して一律で上限100万円の補助が出る。

答え： ㋑

〔問③〕このように地元の魅力ある産物に対して、具体的な支援を制度化することは、地域
の産業振興にどのようなメリットを生み出すと思いますか。

明確な制度として形にすることで、地域を代表する特産物をつくる人々がしっかりと援助
を受けることができ、援助をもとに産業を盛り上げるきっかけとなる。

後継者指導や機械整備などにおいて、支援を受けられるようになったことで生産者が安心
して商品を生み出せる環境が整えられていく。
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